
13．平成 30年（2018 年）度 <7,8,9 月の活動> 

 

 ◎1年生 －1学期後半、及び、夏休みの活動報告－ 

◇「国際連合とわたしたち」講演会 

5月 29日、関西学院大学法学部 赤星聖先生の講演 

国連の具体的な活動内容を紹介していただき、世界の児童労働問題の解決に向けた 

取り組みについてもお話しをいただきました。 

世界の様々な問題を考える良い機会となりました。 

例として挙げられチョコレートの生産は，生徒達に印象に残ったと思われます。 

 

◇「子どもと社会」講演会 

6月 22日、関西学院大学社会学部 村田泰子先生の講演 

社会における子育ての問題点および日本と世界の状況について、説明をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

子どもの扱われ方が時代によってどうかわるか、歴史学の観点から学びました。 

 

◇関西学院大学でのフィールドワーク 

7月 12日午後、関西学院大学 社会学部 村田泰子先生を訪問 

希望者13名が参加 

まず「子育てと社会」というタイトルでのミニ・レクチャーをしていただきました。 

その後、ワークショップを次のテーマで行いました。 

「中国・韓国からの留学生のインタビューから考える、育児支援ネットワークの多様性」 

 

 

 

 

 

 

 

最後に、インタビューの内容を報告し合いました。  

また、大学生の学生生活についてもお話を伺いました。  



◇「エネルギー経済における企業と産業 ―経済学とは？―」講演会 

7月 20日、関西学院大学 イノベーション研究センター 土井教之先生の講演 

日常の疑問を経済の観点から考えてみました。 

また、エネルギー経済の仕組みを学びました。 

 

 

 

 

 

 

身近な生活の中にも経済活動がたくさん含まれているという点について、再発見の機会となりました。 

 

◇産業技術総合研究所（関西センター）でのフィールドワーク 

7月 24日、希望者20名が参加 

用意していただいた材料を加工して、模型の椅子作りをおこないました。 

お、設計の際には三角関数の知識が必要となりました。 

また、医療工学分野の最先端技術に直に触れることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

◇琵琶湖でのフィールドワーク 

8月 1日、希望者20名が参加 

琵琶湖環境部の指導のもと、滋賀県高島市を中心に琵琶湖における環境教育を実施。 

午前は、三和漁協のご協力で漁港内でその日水揚げされた魚を見学。その後、県水産課 

の関さんに、漁の現状や最近の琵琶湖内部の環境について教えていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



昼食は、琵琶湖の固有種であるビワマスをいただきました。< 

午後は、高島市の川端（カバタ）見学をし、漁船に乗ってヨシ帯の状態を見学しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎2年生修学旅行 -報告-  

2年生グローバルコースの生徒が、7月27日～8月1日に修学旅行に行って参りました。 

今年の行き先は、オーストラリア(ブリスベン、ゴールドコースト)です。 

グリフィス大学、および、本校の姉妹校であるブリスベン グラマースクールとの交流、 

そして、現地企業訪問が活動の中心となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇1日目・2日目 

7月 27日(金)夜、関空集合、出発。翌朝ケアンズ着、乗り換えて昼頃ゴールドコースト到着。 

カランビン・ワイルドライフ・サンクチュアリー舞台裏ツアー参加。 

動植物の保護の難しさ、大切さを学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

  



◇3日目 

ブリスベンでB&amp;S(ブラザー&amp;シスター)プログラム、マウント クーサ見学。 

地元の大学生とフィールドワークを行い、交流しました。 

 

 

 

 

 

 

 

◇4日目 

現地日系企業(積水ハウス・HANAICHI・ユアサバッテリー・日立建機)訪問。 

各企業からあらかじめ与えられていた課題に対し、日本で準備していたアイデアをプレゼンしました。 

グリフィス大学を訪問し、大学生と交流。 

完全オフ・グリッドのビルを見学し、エコセンターでは持続可能な世界について説明を受けました。 

Q1 スカイタワーの見学も。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇5日目 

ブリスベン グラマー スクールを訪問し、高校生と交流。 

キャンパスツアーの後、本格的な活動に。SP（シナリオ・プランニング）について説明を行い、班ごとのト

ピックに従って討論、その成果をプレゼンしました。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇6日目 

8月 1日(水)早朝、ゴールドコースト発、ケアンズ経由で関空到着、解散。 

 

 

◎2年生 －JENESYS 2018 日中高校生交流事業 

9月 7日(金)上記訪日団、生徒30名・引率3名が来訪されまた。 

グローバルコースの2年生が中心となって、交流事業を推進しました。 

以下、その様子です。 

◇到着 

 

 

 

 

  



◇歓迎会(6Fホール) 

 

 

 

 

 

<司会生徒>                           <校長挨拶> 

 

 

 

 

 

 

 

<記念品贈呈>                <生徒挨拶>                       <学校紹介> 

 

 

 

 

 

 

 

<記念撮影> 

◇校内案内 

 

 

 

 

 

 

◇体験授業 

 

 

 

 

 

 

<4・5時間目は、古典・数学・物理・化学・英語に分かれて授業に参加> 



◇交流 

 

 

 

 

 

 

 

<中国高校生よりのプレゼン「学生生活」> 

 

 

 

 

 

 

<日本と中国の学生生活について、グループに分かれてディスカッション> 

 

 

 

 

 

<取りまとめた意見の発表> 

 

◇クラブ体験 

 

 

 

 

 

 

 

<茶道部>                           <剣道部> 

 

◇見送り 

 

 

 

 



◎2年生 －SP経過報告－ 

9月 3日(月) 7時間目 

夏休み、そして、「文化・芸術の日」も終了し、久しぶりのSP活動。 

11月の第3回「国際シンポジウム」での舞台発表・ポスターセッションに向けの準備です。 

SP の完成を目指し、各班の討議が活発に行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今日は、3月に卒業したグローバルコース1期生の東大生2人が、前・後期の間を利用し、 

自らのSP等の体験や現在の学びを踏まえ、後輩の助けになることがあればと来てくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各班を回って、状況を聞き取った上でアドバイスや意見をもらいました。 

他の先輩も機会があれば、様々な形で応援してくれると思います。  


